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2 増 養上の組成が定植後の花壇苗の生育に及ぼす影響

ねらいと成果

近年、花壇苗の消費形態はマサ上を主体とした

公共花壇への定植に加えて、ピー トモスを主体と

したテラコッタやプランターヘの定植が増えてき

ている。最近では、定植に用いられる培養上が多

岐にわたってきてお り、一部では定植後の生育不

良が問題になっている。

良質な花壇苗の条件 として定植先の培養上の種類

にかかわらず、定植後は強健に生育することが求

められる。そこで、ピー トモスとマサ土を主体 と

している本県の生産培養上に関 し、ピー トモス、

マサ上の混合比率が定植後の生育にどのような影

響を与えるのか、また定植先の培養土について適

した混合比率があるのかどうかという点について

検討 したところ、生産用培養上のピー トモス比率

を高 く、マサ土比率を低 くすることにより、定植

後の生育が良好になることが分かった。

内 容

(1)定 植培養土がピー トモス主体培養上の場合

供試 した草種はパ ンジー、品種は 「デルタイ
エローウイズブロッチJを 用いた。生産培養土

の混合比率はピー トモスノミーライトノミーミキュ

ライトのIヒ率が80:0:20、 60!20:20、 40:40:20、

20:60:20の4区 を設定 した。セル育苗後、 9

cmポ リポットに各処理区の培養上を詰め、鉢

上げした。培養上にはあらかじめ、マグアンプ

(64016)を 2g/ゼ 添加 した。定植先にはピ
ー トモス :パーライ ト|バーミキュライ トの比

率を60:20120とした培養土を詰めたプランター

に3株 定植 した。定植後の活着強度を調べるた

めに定植 1週 間後に引抜抵抗値を調査し、定植

後は 1か 月後に生育調査を行った。パンジーの

出荷時に当たる生育状況は表 1に、定植後の生

育は表 2に 示 した。出荷時ではピー トモス比率

が低 くなると、全高、株幅、地上部重が小さく

なる傾向にあ り、出荷時の株のサイズが小さく

なる傾向にあった。また、定植後の生育ではピ
ー トモス比率が低 くなると引抜抵抗値が小さく

なり、定植後 1か 月では着花数の減少は認めら

れなかったが、株幅、地上部重が減少したこと

から、以降の開花への影響が懸念された。

(2)定 植培養上がマサ上の場合

定植先がマサ上である場合、生産培養上にお

けるマサ土比率の影響を調べた。生産培養土は

マサ土 :ピ ー トモス :パ ーライ トの比率が0:

80:20、20i60:20、40:40i20、60:20:20の4区

を設定した。定植先の培養土はマサ土とし、前

述と同様の調査を行った。バンジーの出荷期に

当たる生育状況は表 3に 、定植後の生育は表 4

に示した。出荷期ではマサ土比率が高 くなると、

全高、株幅、地上部重が小さくなる傾向にあり、

出荷時の株のサイズが小さくなる傾向にあった。

また、定植後の生育ではマサ土比率が高 くなる

と引抜抵抗値が小さくなり、定植後 1か 月では

着花数が少な くな り、生体重が小 さくなった。
マサ土比率の増加は定植後の生育を抑制した。

定植後の生育を良好にするためには、定植先

の培地の種類にかかわらず、生産培養上のピー

トモス比率を高く、マサ土比率を低 くして、地

上部重を増加させた苗にすることが必要である。

普及上の注意事項

ピー トモス比率の高い培養土は一
方では徒長傾

向の苗ができるため、草種 ・作型により調節する。

石川 順 也 (農業技セ ・園芸部)

(問い合わせ先 電 話 :0790-47-2424)

３０．０．２０中巾ハンシーは2006年3月13日には種し、開花株を11月26日に定植した。

ハツシーは2007年7月23日には種し、開花株を10月25日に定植した。

ハンシ
・

は2006年3月13日には種し、開花株を11月26日に定植した。

′ヽンシーは2007年7月25日には種し、開花株を10月25日に定植した。
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